
NPO法人 ノーモア・ヒバクシャ記憶遺産を継承する会

2022.5.21 １０周年企画PartⅢ オンライン・シンポジウム

今こそ“ノーモア・ヒバクシャ”

継承する会事務局：栗原 淑江（資料庫担当）

設立から１０年のあゆみとこれから



はじめに― 2013.11.2 「基本構想」の発表まで―
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１．継承する会
の資料収集（１）
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１-（２） 所蔵資料の２本柱

１） 被爆者運動史料（不定形資料）

2013.8～ 愛宕事務所で整理作業開始

もんじょ箱 １９１箱 ６，７００点余り

２） 原爆・被爆者問題に関する書籍・冊子類

2015.8～ 南浦和資料庫で整理作業開始

約６，９００点、１１，０００冊

•

•
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1-（３）所蔵資料（書籍・冊子）の概要 ホームページでリストを公開
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No. 分 野 文献数 冊 数

1 手記・体験記（被爆者の会、個人、学校、他の団体） １，２７７ ２，４３２

2 調査・研究（被団協調査、各県実態調査、NGOシンポ報告） ９５４ １，５６４

3 核関連（原水禁運動、ビキニ被災・核実験被害、原発） １，５７１ １，９６１

4 文学・芸術（文学・俳句・短歌・音楽・絵画・演劇等） １，３５４ １，８６１

5 被爆者運動史（各県年史、国民法廷、国際活動等） ※ ９００ １，７００

6 学習と継承 ８５０ １，３００

7 その他（他の戦争被害等） 整理中

※ 他に、不定形の被爆者運動史料 6,700点余りあり



２．継承・交流の活動から
（１）未来につなぐ被爆の記憶プロジェクト

（２）2015年NPT会議への「メッセージ」

被爆者と若い世代の協働による

「聞き書き」から
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被爆者の「証言」や手記を「全国証言地図」にマッピング • 聞きとり、英訳して国連へ



３．調査・研究
活動から
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「被爆者の足跡展」展示風景



４．被爆者運動がなしとげてきたこと

被団協ブックレット 2021

1977NGO国際シンポジウム報告書
日本語版・英語版

8

（１） 原爆被害の全体像の解明
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（右）1985年「原爆被害者調査」による証言集
『「あの日」の証言』・『被爆者の死』 日英両文計８冊



４-（２）-① 国家補償要求と世論づくり

1994 .9 NHK調査

「国が戦争責任を

認めて国家補償

の被爆者援護法

を制定すべきだ」

と答えた人は64％

（東友文庫 ８）
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•
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４-（２） 原爆被害への国家補償を求めて

② 原爆被爆者対策基本問題懇談会（基本懇）意見 1980.12.11



４-（３）核兵器廃絶を求めて ① 世界に被爆の実相を広める
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4-（3）-② 核兵器禁止条約の発効 2021.1.22

前文で言及された「ヒバクシャ」

① 核兵器使用の被害者（ヒバクシャ）お

よび核兵器の実験により影響を受ける者

にもたらされる容認しがたい苦しみと害

に留意し、･･･

② 核兵器の全面的な廃絶の要請に示さ

れた人道の諸原則の推進における公共

の良心の役割を強調し、また、このため

に国際連合、国際赤十字・赤新月運動、

その他の国際機関及び地域的機関、非

政府機関、宗教指導者、議員、学術研究

者、及びヒバクシャが行っている努力を

認識し･･･
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５-（１） 被爆者の求める“ノーモア・ヒバクシャ”
⇒ 核兵器のない 憲法９条の活きる世界を

《この二つは、切り離しがたい関係にある》

• ■ 原爆被害「受忍」政策 • ■ 核兵器容認政策

•

•

•

13

核兵器禁止条約に署名・批准しない「唯一の戦争被爆国」

日本被団協「原爆被害者
の基本要求」1984.11



５-（２） わたしたちはどんな世界をのぞむのか

“ノーモア・ヒバクシャ”の継承をめざして

• ★ 〈継承〉の主体、「当事者」は

• ★ 継承とは、

• ★ 継承すべきは

•

• ★ 継承する会の役割
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おわりに ～ 継承する会の当面する課題
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NPO法人 ノーモア・ヒバクシャ記憶遺産を継承する会 ホームページ

https://www.nomore-hibakusha.org/


